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◆全国里親会（全里）の活動（7～8月上旬）◆ 

 全国里親会 理事会の開催報告                                  

●令和 4年度 第 3回理事会  

日程 8月 27日（土）ハイブリット開催 

会場 東京国際フォーラム（東京・千代田区） 

主な審議内容  

① 定款の変更について  

② 第 1回会長会議＆研修の進捗状況  

③ 第 4回里親制度研修講座の進捗状況等 

 全国里親会 里親委託等推進委員会の開催報告                                  

●令和 4年度 第 1回里親委託等推進委員会  

日程 8月 27日（土）ハイブリット開催 

会場 東京国際フォーラム（東京・千代田区） 

主な審議内容  

① 令和 4年度業務運営委員会で対応すべき内容  

② 養育指針ハンドブックについて  

③ 里親だよりの配布方法について等 

 全国里親会 業務運営委員会の開催報告                                  

●令和 4年度 第 1回業務運営委員会 

日程 8月 27日（土）ハイブリット開催 

会場 東京国際フォーラム（東京・千代田区） 

主な協議内容  

① 令和 4年度「里親養育・里親相互相談ケア＆エー

ル」事業の運営について  

② 里親委託の推進について  

③ 里親及びファミリーホーム養育指針改定・編集

について等 

 ブロック長会議の開催報告                  

●令和 4年度第 1回ブロック長会議 

日程 8月 28日（日）ハイブリット開催 

内容 全里業務報告・会場 （国際フォーラム） 

    意見交換 各ブロックより近況・提案 

    「里親レーダー」への寄稿について 

 北海道・四国・九州ブロック里親研修大会開催                                  

●北海道ブロック（旭川市里親会）会長動画説明 

令和 4年 9月 4日(日) オンライン開催 

●九州ブロック（佐賀県里親会）会長情勢説明 

令和 4年 9月 3日（土）4日(日)オンライン開催 

●四国ブロック（愛媛県里親連合会）会長情勢説明 

令和 4年 9月 11日(日)  

会場：愛媛県男女共同参画センター 

 「第 1回会長会議（第 1部）inやまなし」のご案内                  

今年度第 1回目の会長会議（第 1部）が下記の通

り、全国里親大会山梨県会場、ハイブリット開催。 

●10月 8日（土）10時～12時 山梨学院大学  

●参加対象 各里親会の正副会長、里親会事務局 

なお会長会議（第２部）＆会長研修は 10月 27日

（木）～28 日（金）衆議院議員会館にて行います。

別途ご案内をしていますが、〆切は 10月 2日です。  

 ご寄付・ありがとうございました                        

全里では 8 月に合計 111,000 円のご寄付をいただ

きました。大切に使わせていただきます。 

◆行政関係◆ 

 令和 5年度（2023年度）の概算要求               

 例年通り8月末に各省庁の令和5年度（2023年度）

概算要求が発表されました。 

厚労省では、児童虐待防止対策および社会的養育

関係で 1741億円となっています。また来年 4月発足

の、こども家庭庁の概算要求は 4兆 7510 億円です。 

ご興味ある方は、下記の各団体ＨＰにて詳細をご

覧ください。 

●厚労省（top→政策について→予算決算） 

https://www.mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/23syokan/ 

●こども家庭庁設立準備室（内閣官房top→予算決算） 

https://www.cas.go.jp/jp/yosan/pdf/r5_   

yosan_gaisan.pdf  

「こどもの意見反映の在り方検討委員会」始まる   

こども家庭庁の発足を見据えて、内閣官房では先

月、「子ども政策決定過程におけるこどもの意見反

映プロセスの在り方に関する検討委員会」（座長 古

賀正義中央大教授）を立ち上げました。 

子ども政策に対して、子ども自身の意見を反映さ

せるための方法などを考えるのがねらいです。今後

は国内外の取り組み事例や、有識者のヒアリングな

どを行う予定です。 

「こどもの居場所づくりに関する検討委員会」初会合    

内閣官房では先月「こどもの居場所づくりに関す

る検討委員会」（座長 湯浅誠東京大先端科学技術

研究センター）を発足しました。社会的養護の子ど

もを含むさまざまな子どもたちが、安心して過ごせ

る居場所について考え、報告書にまとめる計画です。 

「児童虐待防止対策の更なる推進について」厚労省   

厚生労働省は、児童虐待防止対策に関する関係閣

僚会議を開催し、「児童虐待防止対策の更なる推進

について」（9月 2日付け）を発表しました。 

主な内容は次の通りです。 

① 「子ども家庭センター」の設置とその全国展開。 

② 児童虐待防止対策体制総合強化プランに代わる

次期プランの年内策定と、児童相談所や市町村

の更なる体制強化。 

③こども家庭庁が司令塔機能となり、こどもや家族

の抱える課題に、縦割りでなく関係省庁・政府一丸
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となって取り組む等。 

詳細は下記ホームページをご参照ください。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bun

ya/0000212242.html 

「まもろうよ こころ」子ども若者自殺防止    

 9 月 1 日前後の夏休み明けに、子どもの自殺が増

えることから、厚労省ではここ数年、8月後半になる

と子ども・若者向け自殺防止啓発活動を行っていま

す。今年はすでに、8月上旬から特設サイトを立ち上

げ、9月末まで取り組みを行う計画です。 

サイトではさまざまな悩み相談窓口が紹介されて

います。 

●「まもろうよ こころ」 

https://www.mhlw.go.jp/mamorouyokokoro/ 

 ◆奨学金◆ 

 ＰＭＪフォスターファミリー奨学助成募集         

 2008 年にフィリップモリスジャパン合同会社により設

立された奨学金です。 

・対象 受験時に関東甲信越静エリアの里親家庭（親族里

親、ファミリーホーム含む）におり、2022年もしくは 2023

年 3月に高校を卒業し、国内の大学、短大、専門学校等に

進学する者 

・助成額 年間 50万円×最短卒業年次まで 

・返済不要 

・他の奨学金との併願可能  

・定員 5名  

・応募期間 10月 1日（土）～31日（月）（消印有効） 

9月中旬以降、ＨＰから応募書類をダウンロードできま

す。詳細は下記までお問い合わせください。 

●問い合わせ 一般社団法人ＲＣＦ（ＰＭＪフォスターフ

ァミリー奨学助成事務局）https://fosterfamily.jp/ 

Tel：03-6265-0164 E-mail：fosterfamily@rcf.co.jp 

担当：若田（050-5897-1475） 

※現在新型コロナウイルス感染防止のため、在宅勤務

を行っております。  ご用件はメールもしくは担当者へ

の直通電話にてご連絡ください。 

主催 フィリップモリスジャパン合同会社 

エクスターナルアフェアーズ 

 2022年度まなび応援金のご案内               

自立援助ホーム、子どもシェルターを利用してい

る 29歳までの方が対象の応援金です。高校を卒業し

たい、自立のために資格を取りたい、運転免許を取

りたいなどの「まなび」に対して支払われます。 

2021年度はのべ 342人が利用しました。 

・対象 自立援助ホーム、子どもシェルターを利用

している方、かつて利用していた 29歳までの方。国

籍は不問。 

※自立援助ホーム・シェルターを利用後に、児童養

護施設や里親家庭で暮らした人は対象外。 

・内 容  

① 就学金 高校・高等専修学校で学ぶ方前期後期

の半年ごとに 12万円ずつ最大 24万円（年間） 

返済不要 

② 資格取得格取得金 自立に向けて各種資格を

取得したい方 かかった費用の実費（資格が

取得できたら全額、できなかった場合は費用

の 7割給付。上限 15万円）他団体の助成金と

は併用不可 

※対象とする資格は公的機関が認定するも     

の、または運営委員会が認めたもの 

・前期締切 9月 30日（金）必着・郵送のみ  

・後期締切 2023年 3月 31日（金）必着・郵送のみ 

・申込 原則、在籍・出身ホームを通して下記までお

申し込みください。 

詳細は直接主催団体までお問合せください。 

●問い合せ・申込  

社会福祉法人カリヨン子どもセンター 

〒133-0056 東京都江戸川区南小岩 3-8-10 

Tel ：03-6458-9120  Fax：03-6458-9121 

E-mail: carillon＠r2.dion.ne.jp 

主 催 朝日新聞厚生文化事業団 

※下記ＨＰからも応募できます。 

http://www.asahi-welfare.or.jp/ 

https://www.asahi-welfare.or.jp/ouen/manabi/ 

 Tomorrow HOPE 奨学金のご案内             

Tomorrow HOPE 奨学金プログラムは、今年度から

始まった日本アムウェイ財団による奨学金です。  

・対象 国内の高校を卒業し、2023年 4月に国内の

大学・短大・専門学校（通信制、夜学は不可）に進学

予定の新一年生。2023年 4月 1日時点で 20歳以下。  

また目指したい夢の達成のため進学を希望する方。

（将来社会に貢献したいという高い志を持っている

方）。条件に該当する方であれば、国籍に関係なく

応募可能。 

・定員 10 名程度  

・給付額 月額５万円（年額 60 万円）×最短修業

年限（最長 6 年）初年度合格お祝い金 10 万円、

卒業時お祝い金 10万円。他に年 1 回報告会への

参加（参加必須/交通費支給）。インターンシップ、

国内外研修や卒業生ネットワークの機会提供予定  

・返済不要    

・他奨学金併用可 

・ 応募期間 9月 1日（木）～10月 20日（木）必着 

●問合せ・申込 一般財団法人 日本アムウェイ財団 

Tomorrow HOPE 奨学金事務局 

〒150‐0042 東京都渋谷区宇田川町 7 番 1 号  

https://csr.amway.co.jp/tomorrowhope/ 

※詳細は直接主催団体までお問合せください。 
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